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十
月
二
十
四
日
（
水
）
東

宮
御
所
に
お
い
て
、
長
寿
善

行
者
が
皇
太
子
殿
下
か
ら
御

接
見
の
栄
誉
を
賜
っ
た
。
御

接
見
の
光
栄
に
浴
し
た
別
掲

の
百
十
九
名
は
、
一
般
社
団

法
人
日
本
善
行
会
か
ら
表
彰

を
受
け
た
後
も
、
優
れ
た
善

行
を
重
ね
ら
れ
て
七
十
歳
以

上
に
な
ら
れ
た
長
寿
善
行
者

で
全
国
か
ら
推
挙
さ
れ
た

方
々
で
あ
る
。
朝
か
ら
ど
ん

よ
り
し
た
曇
り
空
の
中
、
午

前
十
一
時
、
明
治
記
念
館

「
富
士
一
の
間
」
に
長
寿
善

行
者
が
集
合
し
た
。
勝
野
会

長
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
が

あ
り
、
次
い
で
三
班
に
分
か

れ
て
記
念
写
真
を
撮
影
し
た

後
、
会
食
と
な
っ
た
。
休
憩

の
後
、
午
後
一
時
、
事
務
局

の
誘
導
に
よ
り
道
一
つ
隔
て

て
隣
接
す
る
東
宮
御
所
へ
と

出
発
し
た
。
約
十
分
で
東
宮

御
所
入
り
口
に
到
着
し
、「
日

月
の
間
」
に
通
さ
れ
た
。「
日

月
の
間
」
は
都
心
の
喧
騒
を

忘
れ
る
静
け
さ
と
常
緑
樹
の

緑
に
囲
ま
れ
た
中
庭
に
面
し

て
あ
り
、
室
内
は
東
山
魁
夷

画
伯
の
見
事
な
「
日
月
四
季

図
」
で
飾
ら
れ
、
参
内
者
一

同
を
厳
粛
な
中
に
も
温
か
く

迎
え
て
く
れ
た
。
十
四
時
、

凛
々
し
い
お
姿
の
中
に
も
慈

愛
に
満
ち
た
優
し
い
笑
み
を

浮
か
べ
ら
れ
た
皇
太
子
殿
下

が
中
央
正
面
に
お
進
み
に
な

ら
れ
、
勝
野
会
長
よ
り
参
内

の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
。

続
い
て
島
村
弘
子
氏
（
群
馬

県
）
が
、
参
内
者
を
代
表
し

て
別
掲
の
活
動
報
告
と
感
謝

の
言
葉
を
謹
ん
で
申
し
上
げ

た
。
皇
太
子
殿
下
か
ら
は「
皆

さ
ま
に
お
会
い
で
き
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
健
康
に
留
意
し
、

更
に
活
躍
を
心
よ
り
願
い
ま

す
。」
と
の
励
ま
し
の
お
言
葉

を
賜
っ
た
。
こ
の
後
前
列
に

着
席
す
る
善
行
者
の
前
に
進

ま
れ
、
ひ
と
り
ひ
と
り
か
ら
、

今
ま
で
の
活
動
や
経
験
な
ど

ご
熱
心
に
お
聞
き
に
な
り
、

御
下
問
を
さ
れ
た
り
励
ま
し

の
お
言
葉
を
か
け
ら
れ
て
、

ご
一
巡
の
後
、
優
し
い
ご
会

釈
の
上
ご
退
場
な
さ
れ
た
。

十
四
時
半
、
予
定
通
り
厳
か

に
行
わ
れ
た
御
接
見
は
終
わ

り
、
参
内
者
一
同
、
生
涯
忘

れ
得
ぬ
栄
光
と
感
動
を
胸
に

東
宮
御
所
を
後
に
し
た
。
参

加
者
に
は
株
式
会
社
虎
屋
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
「
菓
子
詰
め

合
わ
せ
」
が
お
土
産
と
し
て

贈
ら
れ
た
。御

　礼

„
長
寿
善
行
者
＂
の
皆
さ

ん
に
、
株
式
会
社
虎
屋
様
か

ら
今
日
の
よ
き
日
を
祝
し
て

甘
味
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

平成30年度 皇太子殿下の御接見
－東宮御所に御接見の光栄に浴した長寿善行者119名－

御
接
見
の
栄
誉
に
浴
し
て

	

群
馬
県
渋
川
市

島

　村

　弘

　子

本
日
は
、
私
ど
も
長
寿
善

行
者
が
、
東
宮
御
所
に
於
い

て
皇
太
子
殿
下
の
御
接
見
の

栄
誉
に
浴
し
感
激
の
極
み
で

ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
群
馬
県
渋
川
警
察

署
管
内
の
少
年
補
導
員
と
し

て
、
三
十
六
年
間
に
わ
た
り

青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
き
っ

か
け
は
、
高
度
経
済
成
長
期

に
伴
い
、
少
年
非
行
が
増
加

　

御
接
見
参
加
者
名
簿
　119名

（
北
海
道
）
樽
見
佐
吉
、
杉

本
憲
俊
、
品
田　

忠
、
本
吉

春
雄
（
青
森
県
）
澤
田
イ
ツ
、

中
村
雪
子
、
竹
村
紀
代
、
後

藤
皋
子
（
岩
手
県
）
今
野　

誠
、
佐
藤
レ
イ
子
（
宮
城
県
）

三
浦　

忍
、
池
田
力
男
、
長

谷
川
太
、
宮
所
育
子
、
横
田

千
惠
子
、
畠
山
こ
ず
ゑ
、
廣

瀬
喜
美
子
、
鶴
戸
清
子
（
秋

田
県
）
鎌
田
博
美
（
山
形
県
）

石
澤
清
喜
、
新
山
宏
三
、
井

上　

太
（
福
島
県
）
金
山
充

子
、
後
藤
幸
子
、
渡
辺
清
司

（
栃
木
県
）
髙
橋
文
吉
、
阿

久
津
良
行
、
山
内
信
忠
、
荻

原
良
生
、
加
藤
範
義
（
群
馬

県
）
石
井
怜
子
、
松
岡
寿
治
、

島
村
弘
子
、
塩
谷
幸
子
、
川

崎
洋
子
、
木
暮
勝
枝
、
鳥
屋

つ
や
子
、
岡
澤　

明
、
秋
山

み
さ
子
、
田
中
芳
邦
、
八
木

寛
治
、
木
暮
髙
也
、
毒
嶌
俊

雄
、
松
井
美
代
子
、
南
雲
春

一
、
大
澤
文
子
、
後
藤
幸
三
、

大
和
英
雄
、
髙
橋
和
子
、
繁

山
和
子
（
埼
玉
県
）
牧
野
千

惠
子
（
千
葉
県
）
柴
田
清
吾
、

野
中
和
雄
、
川
島
す
み
子
、

秋
原　

勲
（
東
京
都
）
治
田

知
津
子
、
長
谷
見　

宏
、
寺

島
喜
久
男
、
廣
田
健
史
、
須

山
一
雄
、
川
辺
利
勝
、
近
藤

高
子
、
板
倉　

茂
、
松
澤
育

男
、
四
分
一
明
彦
、
倉
持
忠

雄
、
真
田
玉
雄
、
中
澤
光
加
、

小
柴
初
江
、
和
田
敬
一
、
榎

本
惠
子
、
増
淵
愛
子
、
佐
野

　

勉
、
平
岡
ト
ミ
子
（
神
奈

川
県
）
梅
原
雄
蔵
、
梅
原
紘

明
、
新
井
久
三
、
山
本
泰
弘
、

伊
藤
義
昭
（
石
川
県
）
西
尾

雅
行
、
中
島
一
夫
（
福
井
県
）

矢
野　

勇
（
静
岡
県
）
巣
瀬

武
士
、
深
田
良
作
、
小
笠
原

　

勇
（
愛
知
県
）
羽
柴
裕
子
、

長
谷
川
正
治
、
熊
谷
さ
わ
子
、

加
藤
三
枝
子
、
林　

尚
彦
、

川
村
律
子
、大
須
賀
哲
夫
（
三

重
県
）
大
家
正
伸
（
京
都
府
）

浅
川
栄
治
郎
、辻
野
正
通
（
大

阪
府
）
村
上
敏
光
、
浅
田
吉

治
、
山
﨑　

満
（
兵
庫
県
）

常
次
佳
丈
、
田
靡
清
江
、
田

口　

勲
、
藤
村
文
子
（
岡
山

県
）
黒
田
正
治
、
小
山
悦
夫
、

岡
本
貞
子
（
広
島
県
）
薬
本

光
明
（
香
川
県
）
北　

愼
一
、

松
岡　

悟
（
愛
媛
県
）
石
川

　

勉
（
福
岡
県
）
上
田
邦
之
、

山
口
捷
海
、
小
柳
道
枝
、
菊

次
和
子
、
大
橋
拾
子
、
岩
本

信
生
（
長
崎
県
）
森　

長
三

（
大
分
県
）
山
﨑
勝
利
、
立

川　

壽
（
沖
縄
県
）
譜
久
村

悦
子

（
敬
称
略
）

し
た
昭
和
四
十
六
年
、「
女
子

の
話
し
相
手
に
は
女
性
を
」

と
お
声
を
掛
け
て
頂
い
た
事

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
女

性
で
な
く
て
は
出
来
な
い
活

動
は
何
か
を
考
え
、
年
々
低

年
齢
化
す
る
少
年
非
行
に
対

し
、
非
行
の
芽
を
小
さ
い
う

ち
に
摘
み
取
る
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
女
性
補
導
員
仲
間

と
共
に
、
万
引
き
防
止
や
誘

拐
防
止
、い
じ
め
防
止
を
テ
ー

マ
に
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
劇

団
「
あ
ん
ボ
ラ
出
前
一
座
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の

舞
台
が
県
内
外
よ
り
大
変
好

評
を
得
て
、
各
幼
稚
園
、
小

中
学
校
、
大
学
、
自
治
体
、

地
域
安
全
大
会
等
の
大
舞
台

で
も
披
露
い
た
し
ま
し
た
。

群
馬
県
で
は
平
成
十
六
年
頃

よ
り
犯
罪
発
生
件
数
が
減
少

し
、
そ
の
一
助
に
な
れ
た
も

の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
善
行
会
活
動
を
通

じ
て
児
童
養
護
施
設
へ
の
餅
つ

き
慰
問
や
青
色
回
転
灯
パ
ト

ロ
ー
ル
運
動
等
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
善
行
活

動
が
、
変
わ
ら
ず
後
世
へ
と
受

け
継
が
れ
ま
す
よ
う
、
今
後

も
誠
心
誠
意
努
力
す
る
こ
と

を
お
誓
い
致
し
ま
す
。

本
日
は
、
皇
太
子
殿
下
の

御
接
見
を
賜
り
ま
し
て
、
善

行
者
一
同
、
光
栄
と
感
激
で

生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い
最
良
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
皇
太
子
、
同
妃
両
殿

下
の
御
健
康
と
皇
室
の
御
繁

栄
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


